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１ はじめに 

下水道計画区域外の生活排水について，りん排出負

荷量の一層の低減が求められている。しかし従来型の

家庭用浄化槽にはりん除去の仕組みが無く，りん除去

型合併処理浄化槽は市販されてはいるが，高額な費用

がかかるため，千葉県内では殆ど普及していない。 
最近，緩溶解性の固形りん凝集剤（主成分ミョウバ

ンAlK(SO4)2・12H2O）が開発され，これを浄化槽排

水のりん除去に利用する試みが実験室レベルで行われ

ている 1),2)。これを実際の浄化槽に応用した例がなか

ったため，これを応用し，りん除去の最適条件を探る

ためその投入量，投入位置等について検討する実証実

験を行った。 
 本調査は 2010 年度の水質保全課による湖沼水質保

全計画策定事業の一部であり，水質分析は水質保全課

が外部分析機関に委託し，当センターは調査計画，現

場調査，結果解析等に協力した。 

 また，本調査は固形りん凝集剤の開発と浄化槽応用

への可能性を検証した 1),2)福島大学稲森研究室および

日化メンテナンス(株)との共同研究である。 

 

２ 調査方法 

固形りん凝集剤は白色の円筒形タブレットで約

200g である。これを浄化槽に設置するに当たり，実験

室で溶解性の試験を行い，その結果から浄化槽調査に

おける設置期間（交換頻度）を決定した。 

２・１  調査対象と調査方法 
１）調査対象浄化槽の概要 
表１に示す単独処理浄化槽 3 基，通常型合併処理浄

化槽 2 基，高度処理型（窒素除去）合併処理浄化槽 5
基において調査を行った。    
２）固形凝集剤の投入位置 
 固形りん凝集剤はばっ気槽内と家庭のトイレタンク

内に設置する 2 方法で行った。 
 

　　　　　表１　調査対象施設の 概要

st.No. 構造 メーカー 設置年
処理対象人
員(人)

実使用人数
（人）

Ａ 従来型 イ H.７ 7 3
Ｂ 高度型 ロ H.15 5 4
Ｃ 高度型 ハ H.15 7 5
Ｄ 高度型 ニ H.15 10 7
Ｅ 単独処理 ホ S.50代 5 2～4
Ｆ 従来型 ニ H.18 5 2～3
Ｇ 高度型 ヘ H.18 7 3
Ｈ 高度型 ヘ H.17 7 4
Ｉ 単独処理 ト H.1 7 3～6
Ｊ 単独処理 チ H.5 10 3

*C施設は沈殿槽で採水できなかったため、ばっ気槽で採水した。  
ばっ気槽内への設置方法は，固形りん凝集剤をネッ

トで包み，格子状プラスチックケースに固定したもの

をばっ気槽内にワイヤーで吊るした。  
水洗トイレフラッシュ水タンク内に設置する際は

浄化槽使用者に協力いただき，ネットに包んだ固形り

ん凝集剤をトイレタンクに設置，交換した。単独処理

浄化槽はトイレ使用者との連絡が困難であったため，

固形りん凝集剤を直接浄化槽の原水槽に投入した。             

３）採水場所 
原水流入部（流入水）及び放流部（処理水）の 2 箇

所で採水を行った。 
４）採水頻度（回数）と投入量 
 ばっ気槽設置とトイレタンク設置の 2方法について

それぞれ，下記の調査間隔で計 7 回採水を実施した。 
① 集剤投入前（0 日後），凝集剤投入 1 個②3 日後 
③1 週間後，④10 日後まで毎回投入 1 個，⑤2 週間後

（から投入量を 2 個とする）⑥17 日後，⑦3 週間後 
２・２ 調査期間 

・ばっき槽内設置：2010 年 9 月 6 日～10 月 21 日 

・水洗トイレタンク内(単独処理浄化槽は原水タンク

内)設置：2010 年 10 月 25 日～12 月 9 日 
２・３ 分析項目 

 採水試料は pH，SS，BOD，COD，T-P，PO4-P ，
T-N，NH4-N，NO3-N，NO2-N を測定した。 
 



３ 調査結果 

３・１ りん凝集剤投入前後の水質変化 

  各浄化槽の固形りん凝集剤設置前および，1 個投

入後，2 個投入後の処理水の T-P の平均値を図１～３

に示す。 

単独処理浄化槽では，ばっ気槽に凝集剤を設置した

場合に T-P（および PO4-P）が低下した。単独処理浄

化槽はトイレタンクへの設置が浄化槽設置者の状況か

ら困難であったため，トイレタンク設置の代わりに浄

化槽原水槽に直接凝集剤を投下したが，このケースに

おいては，凝集剤の溶解，混合等が必ずしも十分でな

く，ばっ気槽設置時よりも若干効果が低かった（図１）。 

通常型合併処理浄化槽では，ばっ気槽に凝集剤を設

置した場合も，トイレタンクに設置した場合もT-P が

大きく低下し，効果が表れた（図２）。 

 高度処理合併処理浄化槽は，ばっ気槽に凝集剤を設

置した場合において，比較的効果が低く，目的とする

T-P 1mg/L 以下には届かなかったが，トイレタンクに

設置した場合は，ばっ気槽設置よりは低濃度となる傾

向が見られた(図３)。 

 これは，高度処理型のようなばっ気槽内の水質がい

ずれも低く，DO が高い水質においては凝集効果が低

いことを示唆するもので，固形りん凝集剤は溶解直後

に原水槽へ流入させる必要があると考えられた。 

 図１～３よりいずれの浄化槽も投入以前の水質に対

し,投入後は処理水のT-Pが概ね1/2程度低下している

が(調査前から処理水T-P が低いＧ施設を除き)，１個

投入と２個投入の違いは比較的小さかった。 

３・２ 固形りん凝集剤によるりん削減量の試算 

 各浄化槽の流量は測定できなかったが，実使用人数

に１人当たり 250L/日（単独処理浄化槽は 50L/日）

の使用水量を掛けて浄化槽流量とし，これと，凝集剤

投入前から投入後のT-Pの濃度差の積から凝集剤によ

るりん削減負荷量を概算した。調査日と調査日の間の

りん削減負荷量をその間に凝集剤が溶けた量（溶け残

った凝集剤の量から推定）で除し，凝集剤１個当たり

のりん削減量を試算した。 

 その結果，固形りん凝集剤1個(200g)当たりで削減

されるT-P の量は，単独処理浄化槽では, ばっ気槽設

置時平均で 6.7g,通常型合併処理浄化槽と高度処理型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併処理浄化槽では，トイレタンク設置時にそれぞれ 
7.4g，11g と推定された。これは，福島大学が実験室

にて行った実験で得られたりん削減効果よりは小さか

ったが，オーダー的には近い値であった。 

 

４ おわりに 

 今後は既設の浄化槽に凝集剤を設置することを想定

し，より一般家庭で対応しやすい手法を検討するとと

もに，凝集剤のりん凝集能力と対象水の関係について

考察し，新たなりん除去型合併処理浄化槽の方式につ

いての検討を行う予定である。 
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図1　単独処理浄化槽処理水T-P変化（平均値）
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図2　　従来型合併処理j浄化槽処理水Ｔ－Ｐ変化(平均値）
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図3　高度処理型合併処理浄化槽処理水T-P変化（平均値）
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